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1政 治 団 体 の 名 称

,冨 パ σ い そ う こう えん"'い

浜田恵 造後 援 会

収 支 報 告 書
平成

(平 成 年

28年 分

月 日 開 催 分)

2主 たる事務所の所在地 高松市城東町１丁目8-1

3代 衰 者 の 氏 名

大西大介

活動区域の熱分

目2以 上の都道府県の区域等 図 瞬 一一の都道府 県の派域 内

痩会 計 責 任 者 の 氏 名 岡 田 卸5
事務担当者の氏名及び電話番号一

( )

()一

正 この報告書は、毎年12月31日(解 散等の場合には、その 日)境在で、その年におけるすべての収入及び支出(当 該政治団体のためにその代表者又は会計責任考と意思を通じてされた支出を含む)の 総

額、項同溺の金額及び資塵等並びに以下に掲げる事項(こ れらの事項がないときは、その留〉を記載すること.なお、政治勝体のうち法第18条 の2第1項 の規定による致治団体(以 下「特定パ…ティー樋 催國
体}という・〉にあっては・報告書を提出する目現在で、当該精定パーティー開{翫1鉢 の開縫した政治資金パーティーに係るすべての叡入 く予定される収入を含む.)及 び支出(予 定される支出を含む。)の

犠 瑠 繍 雛 羅 難 溝 項にれら噸 がないとき凝 の讐翻 載するものとし髄 される椒 繭 日を謝 鑑 においては・当撚 入又は支騰 定さ欄 双 臨 と{
2「 政治隣体の区分」欄及び「活動区域の区分」欄の中の「〔]」内には、該当するものに「駈ね を記入すること.
3「 資金管理団体の指定の礁 」欄の中の臆 」については、12月31槻 在で資金管醐 体として縦 されてし・た場合には㈲ の駒 に「〆」を記入し、1明3湘 現在で資金管理麟 として縦 されていな
かった場合には「無」の「に11にr61」を記入すること。さらに、「資金管理田体の指定の有無」欄の中の「公職の種類」及び鷹 金管理閲体の届出をした者の氏名」は、12月31日現在で資金管理闘体として指定され
ていた場合にのみ認載すること。この場合において・「公職の種類{には、衆議続議員、参議院議貝又は地方公共団体の議会の議員若しくは長の区分により、その職にっいては選挙繋:において選挙する

講継灘輔輝灘難離 鷺藻薯筋灘騰裂鷹響 罐 灘離編 羅灘騰轟議響 灘麟驚 解1喬
4「 資金管理団体の榴定の期間」欄には・12月31日現在での資金管理団体の指定の有無にかかわらず、当該年中において一部の期間のみ資金管理団体として指定されていた場合に、その期閥を記載する
こと。この場合において、当該年申に資金管理団体として指定され、その後、12月31日まで資金管理癬体として指定されていたときには、資金管理団体として指定された同から12月3蝦 まで、1月1日 規在で
姿金管理団体として指定されており、その後当該年中に資金管理慰体の指定を取り消されたときには、1月1日 から資金管理韻体の撫定を取り消された 日まで、というように記載すること。また、1月1貨 から12月
3111まで通年で資金管理翅体として摺定されていた場合には詑載を要しないこと。なお、当該年中における欄会議員関係政治団体に関する特鯛規定の適用の有無にかかわらず、記載すること。5特定パー一ティー麗催套酬本にあって1ま、当霧刻寺定パーティー開催[弼体が開催した政治資金パーティーの開催年月 日を「平成 年 月 田開催分」の箇勝に記載すること。



(その2)

収 支 の 状 況
1収 支の総括表

1叡 入とは1金 銭、物品、不動産その仙の財産上の利益の収受で、法第8条の3各 チ}に掲げ

る方法による運用のために供与し、又は交付した金銭及び有価証券の当該運用に係る当該
金銭等に相当する金銭等の収受以外のものをいい、支出とは 、金銭、物品、不動薩その擁
の財産主の利益の供与又は交付で、法第8条 の3各号に掲げる方法による濯用のためにする

金銭及び有価証券の供与)こは交付以外のものをいう。なお、金銭以外の財塵上の利蓋に
あっては、これを時価に見積った金額を記載し、その根拠を 「備鷲」欄に記載すること。

2収 入項 脅別金額の内訳
一 一一一 一一 一 一一 一 一 一一一一

(1){固 入 の負担する党費又 は会費
一 一 一一

'

金 額

一一
マ癒
一一一 一一

百万

6

一一

3 k

千

6 〃 ク

円

〃

員 数 / 一患7 k一一一一一一一 一一 一

2(D個 入が負担する党費又は会費にっいては、その金額及びこれを納入した者の数を記載

すること。

一一 一一一 一一 　 一 一一一一一____一__

(2)寄 附

ア 寄附(イを除く。〉の区分 金 一薮
吋1_一 一

(ア)躯1人 か ら の 寄 附

十億 百万

一

千 円

o

(う ち 特 定 寄 附) o

(イ)法 人その他の団体からの寄附 0

(ウ)政 治 団 体 か らの 寄 附' o
ノ」・計((ア)十(イ)十(ウ))

o
繍 附のうち寄附のあっせんによるもの) o
イ 政 党 匿 名 寄 附 血旧

合 計(ア+イ) o一一一一一一一一一一一
一

② 寄附(法人その他の団体が負担する党費又は会費を禽み、政党匿名寄附(寄附のうち、
法第22条 の6第2項 に規建する政党又は政治資金[甜本が街頭又は一般に公開される演説
会若しくは集会の会場において受ける匿名の雀附で1件 当たりの金額が千円以下のものを
いう.13)及 び〈その9>に おいて伺じ.)を除く.{その9)を 除き.以 下岡じ。)については、
「偲入からの寄附」、f法人その他の団体からの寄附」又は「政治団体からの嵜附」に分類

し、それぞれ項 翻ごとに総額を記載するものとし、寄附のうち寄附のあっせんに係るものに
ついては、その総額を記載すること。なお、鯉人からの寄附のうち、特定帯附(法 第玉9条の

4に規定する寄附をいう。以下岡じ。)については、個人からの寄附の内書としてその総額

を記載すること。また、本部又は支部から供与された交付金に係る収入は、寄附には該当
しないため、「政治団体からの害附」に含めないこと.

③ 政党匿名寄附にっいては、その総額を記載すること。
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(の その他の載入

摘 要

救 輿途 出1緒 負担,金

論 一出 ♪者 ・担 娑

こ の 頁 の 小 計

1件10万 円未満 のもの

合 計

金 額
十竈 百万

3 4

千

♂

4

言

ぬ ク

〃

〃

円

〃

ρ

3

〃

6

3夢

備 考

r

/

1そ の他の収入(鰯 人が負担する党費又は会費、寄附、機関紙誌の発行その他の事業による収入、借入金及び本部又は支部から供与された交付金に孫る収入以外の収入をいう。)に
ついては、1件当りの金額(数 渇にわたってされたときは、その合計金額)が10万 円以上のものについて、その基脚となった事実壷びにその金額及び年月 日を寵載すること.なお、1件
当りの金額がm万 円朱満のものにあっては、一活してその合計金額を配載すること。
2「 摘要」欄には、収入の基因となった事実を「甲銀行預金利子」というように具体的に記載すること。
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3支 出項 醤別金額の内訳 　一一一

(1)支 痴 の 総 括 表
一 刷旧_1_一 一一一一一一一 一… 一

項 羅 金 額 備 ・ 考.
一一 一 一 一

1経 常 経 費

(1)人 件 費

十億 百万

f

∠ 8

一

3

千

/ げ 汐

円

ク

(2>光 熱 水 費 タ / 4 3 〃

(3)備 愚;消 耗 品費 ノ

'

7 ま 〃ぷ 4

(4)事 務 所 費 / / ク診 3 ノ 7

小 欝 3 3 タざ / 8 / /

至 政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費 4 2 ノ 7 3 3 7
'

(2)選 挙 関 係 費 3 3 / / /

(3>機 開紙誌の発行その他の事業費 2

2

∠

♂

誘 4 ざ6 /

ア 機関紙誌の発行事業費 ク / 6 6 〆

イ 宣伝事業費 タ♂ 3 〃〃
〆

噂.■'胴 騨 輔 ・-」 胃 帥悼 軸 謄 帽 〃

o

ウ 政治資金パーティ～開催事業費
幽 咽 幽 ● 唖 響 ■ ■ 閥 卿 ■ 騨"胴"凹 帽 邑 ■ 帽 國 響 謄 圃 欄 胃 圃 響 暫 暫-闇 騨 柵 咽 軸 一 画 桿 ・ 脚 噛 囹 暫

工 その他の事業費

-用, 噛 軸 ● 帽 ■ 響1一 輔 帥 申 酬園

(4)調 査 研 究 費 o

(5)寄 附 ・交付金 β

(6>そ の他の経費 ρ

小 計 ♂ ノ ρ 6 ノ ノ 4 ピ

合 計 2 6 〃 ノ え タナ 1/
一 一一 一 一 一 一一 一

すべての支出は、次の分類慕準により、経常経費及び政治活動費に分類し、さらに経常経費にあっては、入件費、光
熱水費、備占1,・消耗品費及び蘇務所費に分類し、政治活動費にあっては、組織活動費、選挙関係費、機関紙誌の発
行その他の窮業費、調蔑研究費、寄附・交付金及びその他の経費に分類した上で、これらの項目ごとに年間の支出金
額を記載すること。この場合、鷲i該政治団体の本部又は支商1に対して供与した交付金に係る支出については、これら
の項目ごとにその額を殉欝考」欄に併せて記載すること。

1経 常経費

(D人 件費

(2)光熱水費
③ 備品・消耗
品費

㈲ 事務所費

政治団体の職員(機 関紙誌の発行その他の事業に従事する者を
除く。〉に支払われる給料、報酬、扶養手当・通勤蓼当・住居手当
その他の諸手当の類及び健康保険料 ・労働課険料その催の各種
保険料の類をいう。

電気、ガス、水道の使用料及びこれらの計器使用料等をいう.
机、梼子、ロッカー、複写機、自動車(事 務所用に限る.)等 の備
品の類及び事務用用紙、封筒、鉛筆、インク、事務照、萩翻、雑
誌、ガソリン等の消耗品の類の購入費をいう.
事 務所の借料揖料(地 代、家賃)、公租公課、火災保険金等の各

種保険金、電話使用料、窃手購 入費、修繕料その他これらに類す
る経費で事務所の維持に逓常必要とされるものをいう。

2政 治活動費

(1)組織活動費 当該政治囲体の組織活動に要する経費(選 挙に関するものを除
・〈。)で、例えば、大会費、行事費、組織対策費、渉外費、交際費
の類をいう。

② 選挙関係費 選挙に関して支出される経費で、例えば、公認推薦料、拝車中見舞
その他選挙に関して行われる政治活動に要する経費の類をいう.

(3)機関紙誌の
発背その侮
の落叢費

ア 機関紙誌 機関紙誌の発行事業に従票する者に支払われる給与、材料費、
の発行事 印嗣費、荷造発送費、原稿料その他機関紙誌の発背に要する経

業費 費をいう。
イ 宣伝事業 機関紙誌の発行以外の政策の普及宣{貴に要する経費(選 挙に開

費 するものを除く。)で、例えば、遊説費、新聞・ラジオ・テレビの広告
料、ポスター・ビラ・パンフレットの作成費、宣無用 自動車の購入・

維持費の類をいう。
ウ 政治資金 政治資金パーティーの開催に要する経費で、例えば、会場借上
パーティ 費、記念品代、講演諸経費の類をいう.
一開催事

業費
工 その他の 上記のア、イ及びウ以外の諸事業に要する経費をいう。

事業費
14>調査研究費 政治活動のために行う調査研究に要する経費で、例えば、研修会

費、資料費、書籍購入費、翻訳代の類をいう.

㈲ 寄附・交付 政治活動に関する寄附、賛助金、当該政治団体の本部又は支部
金 に射して供与した交付金、負担金の類をいう。

(6)その他の経 その他上記以外の政治酒動に要する経費をいう。
費
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1(3)敵 治 活 鋤 費 の 内 駅 項 翻 別 区 分

一 一 一一7一

鰍 翫 箔 動 資(知 身 と醤 そ垢 套)一

支 出の 鼠的 金 額 年 月 曝
支 出を受けた者 の氏名

(羅体 にあっては、その名称)

支 出を受 けた者の住 所(団 体にあって

は、主たる事務 所の 所在地)一

一

備 考
昭 閨,

講彦ヶ謝 窟
十億 酉万 1千

躍♂

「7再

廊 ど
f

鋤 、4,/4 多ヒ 円 ブラム ・ 隼解 醸 彪 研 一4づ一溜/"

,君瞬 麺 欝 ・
閣

z〃 〃
≡

塑 識4,/ノ 此 川7ラ ム 、 粟 言御 曜 彦 三1刃た4-3-♂ 〃 ・

叢 幽 才ネゲ 5 ./

,

ざ;♂ 3 / ぎ
r

ゐ ト・ 〃.ノ4 絡 滑 捲 ノズ ・燕拷 霧 滋 ノナ!一獄 ・

冶場偉 轡 4

1

∠k 6 ' ク
ピ

讃/み タ κ喫エ妥 フ初ズ 欝)' 高オ律 嘘萎萌〆/〃4

一一

幽、ヒ、_一 一_一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一

1

ヨ この頁の小 計 ノ〃 3 ♂ メ 〃

一 一一一

〆

7

∫

その他の支出旨
/ 3 / 4 3 o

1合 計 8 3 4 タ ♂〃
1政1台 活動費については、上件嶺りの金額{数 繕にわたってされたときは、その台計金額)が 、国会議員関係敬治康体に衡する特例規定が適用されていた期間に行った支出にあっては1万 円を趨える支拙に
つい ぐ、醗会議員鵬係政治団体に蘭する特例規定が趨屠されていなか・った期閲に行った支出にあっては5芳 円以上の支出について、その支出を受けた考の氏名及び住駈(団 体にあっては、その名称及び
壽三たる慕務所の所准1也)並びに当該支出の目的、金額及び年月 日を次の例により記載すること.
2政 浩浜動費は、(その13)の2の(Dか ら(6)までの基準により分類し、さらに費 目ごとに、組織活動費にあっては、例えば、「大会費」、「行事費」、「組織対策費」、「渉外費」、咬 際費」.選挙関係費にあっては、
例えば、1公認雛薦料」、糠 中見舞」、機関紙誌の聚行事業費にあっては、例えば、「給与」、r材料費」、「印慰蜘 、「祷造発送費」、源 稿料」、宣伝事業費にあっては、例えば、「遊説費」、噺 闘・ラジオ噛テレ
ビの広餐手鞠 、「ポスター一ビラ・パンフレットの建成費1、演 依絹自動車の購入・維持費」、政治資金パーティー開{崔事業費にあっては、擁えぱ「甲敵治資金パーティー開催事業費ゴ、「乙政漕資金パー一ティー
開催鋸業費」、調査研究費にあっては、例えば、「研修会費」、「資料費」、「書籍購入費』、「翻訳代」、寄附 ・交付金にあっては、「寄附金」、「賛助金」、「支部交付金」、「負担金」というように、適宜、小分類し、
それぞれ別葉とすること.
3記 載の婆領については、次のとおりとすること.

(})順 目別区分」欄には、囎 織活動費{大 会費)」というように小分類した費目まで詑載すること。
② 岐 出の 目的」糊には、当該支出の冒的を「会場借上費」、ギ弁当代」、汐 クシー代」というように具体的に言己載すること。
㈹ 「その他の支出」欄には、1件当たりの金額が、国会議員関係政治勝体に関する特弼規定が適絹されていた期閥に行った支出にあっては1万 円以下の支出を、国会議員関係政治關体に関する特例焼定
が適用されていなかった期間に行った支出にあっては5万 円未満の支出を、一括してその合計金額を記載すること。
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一一 一一一一一一 一

(3)政 治 活 動 費 の 内 訳 項 目別 区 分 ぎ亘 翫 滋 動 欝(縮 嬢 首).

支 繊 の 目的 金 額〔 年 月 舞
支出を受けた者の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出を受 けた者の住所(団 体にあって

は、主たる事務所の撰在地〉、
備 考

一

麹 状箸副 蓄
十億 百万

/ /

千

/ 3 〃

11}

ク
/

認 一6、/〃

一

瞬 フ劇 コ/ 謝 婦 楠醐 ∫阿 日14

広 訳 途 ・愈言 ∠ ♂よ 4 2 ク ぷ 認 ・6譜7濯 儲)ジ ≧∫アール溺鰯 アル齢 砦 高オ挿 蜘 町備 彦

総類緬欄 ● 身 4 クノ〃 謎3、 タ・ 瞬)ズllコ ・ 為茄市緬 両 町跡 屋/4

一

門

一

この頁の小計 / 7 ♂〃 / 〃 ♂
'

,'

一一一
その他の支出 3 〃 〃〃〃

合 計
1 / 7 2 〃 / 〃♂

一 一 一

1政 治活動費については、1件当りの金額(数 翻にわたってされたときは、その含計金額)が 、圏会議員関係政治繍体に関する特例規定が適用されていた期聞に行った支出にあっては1万 円を超える支出に
ついて、園会議興関係政治1㍊本に関する特例規定が適 用されていなかった期間に行った支出にあっては5万 円以上の支出について、その支嵐を受けた者の疵名及び住所 個 体にあっては、その名称及び

主たる事務勝の所蕪堀)重 びに当該支出の周的、金額及 び年月擁を次の例により龍載すること.

㍉撚鼎讐髭繍1聯 覧贈雛1姦輸繋轄書酷ら警鴇賠鴇 網螺翠妻1忽繍妻騰 叢錨こ鷹舗こ羅難難あ鷺騨搬欝趨講響薪讃聴島鶏
ビの広 告料」.「瀧スター ゼ ラ・パンフレットの舞成 費」、1宣 伝用 爵動車の購 入 ・維持費」、政 治資金 パーティー開催事業費にあっては、例 えば1甲 敏 治資金パーティー囎催 事業 費」、「乙敢治篁金パー一テ肥

開催 慕業費」、調査研 究費にあっては、例えば、「研 修会 費」、「資料 費」、r憲 籍購入費」、f翻訳代」、寄稗寸・交付金 にあっては、噛 附金」、「賛助金」げ支都 交付金 」、「負 看饗金jと いうように・適1直二・ノ}・分類し・

それぞれ別葉とすること.

3記 載の要領 については、次のとおりとすること。
1項 霞別靡分」欄 には、「組織法動 費(大 会費>」というように小分類 した費 層まで認載すること.(三)

1支 とiiの目酌」欄 には、当該 支嵐の 目的を「会場借 上 費」、験 当代」、「タクシー代」というように異体的に詑載すること。〈2)

⑧ 「その組の支紬 欄 に1ま、1件 当たりの金額が、国会議 員 関係致 治団俸 に関する特 例規定が適 周されていた期聞に行った支出にあっては1万 円以下の支 出を、困会議員 関係政治 団体1こ関する特例規定

が適舜妻されていなかった期 間に行った支 出}こあっては5万 円未満 の支出を、一猛してその合計金 額を認載すること。M



(その15)
一 一

(3)政 治 活 動 費 の 内 駅

一一

項 目 別 区 分{ 謬 畿 》 多 動 賓'(鐸 鋳 対 孝 骨')

支 出 の 密的 金 額 年 月 臼
支出を受けた者の氏名

(照体 にあっては、その名称)

支出を受けた者の柱所(団体にあって
は、主たる事務所の所在端)

備 考
乳

授魔 訟鋳葦
ヨ'億

1

百万

4 8

マ

∠ 4 メ

円

/ 詔 ・ 必 詫3 )被 工〉タワ 例ズ`群) 謝 ム轄 孝橘 ノ4

禦 粋例言 / 3 3 3 ' 〃 溢3。 ノノ' 磁わ ズ 弓コ' 商払申禰 喝 町 町 屠14

欝 蘇鞭濠藷夢 邑 2 少 3 〃 ♂ ノ∫ 、 タ. ∠ ・'㈲ 痂 ・さ孫 薙 ・ 衡膳市誓1癒町74

叢 脇 套麟 費 ぷ 3 ∂ 〃 〃 ノ ぷ ・/ρ./8' ㈱ 吾1俵 の荘' 南私私 雄 町」∫爆備 竹一

一

Lぎ

一

一 　

一一

この頁の小 計 7 6 / ク 7 6 〆

/畠

その他の支出 ≧7 ぷ / 〃 〃

合 計 ・1'・ / 〃 3 ざ / 7 6

王 敵治活動費については、1件聖りの金額(数1漸 にわたってされたときは、その合計金額〉が、醐会議員関係敢治団体に関する特例規定カミ適駕されていた期聞に行った喜昌さにあってはユ万円を超える支出に
ついて、醸金議員関係政治団体に関する特例規定が滴用され,ていなかった期間に行った支出にあっては5万 円瓢上の支出について、その支出を受けた者の氏名及び注駈(団 体にあっては、その名称及び

癒たる事務断の翫在地)並 びに当該支出の 目的、金額及び年月障を次の例により記載すること。
2政 治活動費は、(その13)の2の(1>か ら(6)までの基準により分類し、さらに費 目ごとに.組 織括動費にあっては、例えば、「大会費」、「行事費」、「組織対策費」、f渉外費」、「交際費ム 選挙関係費にあ2て1瓜
例えば、「公認推薦糊 瀦 車中見舞」磯 闘紙誌の発手淳 業費にあっては、例えば、「給与戸 材料勤 、「印届燈 」、嚇 造発送費」、糠 稿料L宜{養 事業費にあっては、例えば 「遊説費j・噺 聞・ラシオヴ レ
ビ砿 告鞠 、球 スター ゼラ・パンル ツトの飾 薙楚ユ、喧 伝囎 動車の購入・維粥 墾L政 治資金パーテ仁 聾羅 事叢費1こあっては、例えば「甲政治資金・馬 テ有 閣催事難 戸 乙蜘 台資金パーテ冶

1聯崔事業費」、調嚢曙究費にあっては、例えば、「懸修会費」、「資料費1、「書籍購入費」、「翻訳代」、寄附・交付金にあっては、「寄附金1、f賛助金」、r支部交付金」、「負1旦金」というように、適宜、小分類し、
それぞれ鋼藥とすること。
5記 載の要領については、次のとおりとすること。
q>「 墳目別区分」欄に1ま、「組織活動費(大 会費)猪 いうように小分類した費 目まで記載すること。

割 峯灘鵬 獺 ま藩 趨 購 矯讐 鴇蘭購 細撮撫 幽 鍵 麟 鰍 繕 蘇 砦っ嵐L価 っては囎 以下の支臆 国舗 際政細 本1・関す灘 織
が適層されていなかった期間に行った支廊にあっては5万 円未満の支出を、一括してその合計金額を記戦すること。



(その15)
一一

(3)政 絵 活 動 費 の 内 訳 項 目 別 匿 分 組 織'ノ 善 勧 首(ヌ 嫁 習.)

支 出 の 呂的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名

(団体にあっては、その名 称)

支出を受けた者の住所(団 体にあって
は、主たる事務所の所在地).

備 考

十億 百万 千 円

1

●

L一七 舟

一 一 一

,

一

　

この頁 の小計

←その他の支出 6 3 6 / 〃 6

合 計 6 3 ざ / ク ざ

1政 治 活 動費については、1件 嵜りの金額(数 回 にわたってされたときは、その合計金 額)が 、国会議員関係 政治麟体に開する特例規定が適用されていた期 間に行った支出にあっては1万 円を超 える支出に

ついて、瞬会議員関係 政治団僻 に関す る特{殉規定が適 網されていなかった期 問に行った支鐵にあっては5万 円以上の支出について、その支出を受けた者 の氏名及び住所(団 体にあっては、その名称 及び

主たる購務勝の所在地)艶 び に1暴該支 出の 闘的、金額 及 び年月1遷を次の例により記載すること。

2政 治活動費は、(その13)の2の(1)か ら{6)までの基準 により分類し、さらに費 闘ごとに、組織 活動費にあっては、例えば、「大会費」、「行事費」、f組織対策 費」、「渉外 費」、f交 際費」、選挙 関係 費にあっては、

例えば、松 認雄薦料」、「陣 中見麹 、機 関紙 誌の発行 購業費にあっては、例えば、「給与」、嚇 料費」、「印捌 費」、「荷 造発 送費」、順 稿料」、宣伝事 業費にあっては、鯛えば 職 説費」、獺 聞 ・ラジオ ・テレ

ビの広 霧料」、「ポスター ・ビラ・パンフレットの作成 費」、「寛伝馬 翔動車の購 入 ・維持費3、 政治資金パーテナ ー開催事 業費にあっては、例えば 「甲政 治資金パーティー一開催事業 費」、「乙政治資 金パー一ティー

開催 事撲 費」、調査研 究費 にあっては、桝えぱ、1研修 会 費」、贋 料費」、「書籍購入費」、「翻 訳代」、寄附 ・交付金にあっては、「寄附金」、ガ贅助金垂、「支部交付金 」げ 負担金 」というように、適宜 、小分類し、

それぞれ別葉とすること。

3記 載の要鯛 こついては、次のとおりとすること。
「項 語別区分」欄 には、「総織 活動費(大 会費)1と い うように小分類 した費 目まで記載すること.(圭)

「支ll}の 目的」欄には、当該支出の 目的をr会 場借 上費」、「弁 当代 」、「タクシー代 」というように具体的に配載すること。〈2}

(3)「 そ の飽の支1二椙」欄1こは、重件 当たりの金額が、国会 議員関係 政治鐡体に関する特例規定が適用されていた期問に行った支出にあっては1万 円以下の支出を、廉会議員 関係 政治団体に関する特 例規定

が適珊されていなかった期r鑓に宥った支 出にあっては5万 円未 満の支出を、一抵 してその合計金額を記載すること。 、



(その15)
一 一一 一一

(3)政 治 活 動 費 の 内 駅 項 目別 区 分 逡 孝 蘭 イ暮賞(診 蓄 ・)

支 出 の 目的 1金 額
年 月 臼

支 出を受 けた者の氏名

(団体 にあっては、その名称〉

支出を受けた者 の住 勝(団 体 にあって
は、主たる事務 所の 断在地) .

備 考
一 一一

一}億
一一 一

雪万 千
一円 一 一

噛

一 一

1 1

…

ミ一一
この頁の小計

その他の支出
、ノ 3 / /

1合 計 旨 ノ 3 / ノ

1敢 治 活動 費については、1件 当りの金額(数 瞬 にわたってされたときは、その倉計金額)が 、麟会議 貴関係 敢治鑓体に関する特例規定が適 用されて擁た期閥 に行った支嵐にあっては1万 円を超える支出に

ついて、圏 会議 員関 係政 治陽体に関す る特例規憲 が適ナllされ ていなかった期 間に行った支出にあっては5万 円以上の支 出について、その支 出を受 けた看の氏名及び住所(団 体 にあっては、その名 称及び

煮かる窮務藤の所右1地)並 びに当該支 出の 目的、金 額及び年月 田を次の例 により配載すること.

2政 治活動費は、(その13)の2の(1)か ら{6)までの藁準 により分類し、さらに費 目ごどに、組織活動費にあっては、例えば、「大会費」、「行事 費」、「組織 対策 費」、「渉外費」、1交際費」、選挙 関係 費にあっては、
{蛾 ぱ、1公認挫薦 料」、「陣 中見舞1、機 関紙誌の発行事業 費にあっては、例 えば、「給与∫、「材料 費1、 ギ印醗費1、 「萄造発送費」、「原稿鞠 、宣爆華業 費 にあっては、例えば、「遊説費 三、噺 闘・ラジオ・テレ

ビの乏凝 魏も 、「ポスター ゼ ラ・パンフレットの作成資」、「宣伝用 自動車 の購 入 ・維持費」、敢治資金パ ーティ・…醐催 事業費 にあっては、鱗えば 陣 政 治資金パ ーティー醐 褄事業費」、「乙政 治資金パ…ティー

溺催 窮叢 費」、調査 研究費にあっては、例えば、f研修会 費」、「資料 費」、「書籍購入費 」、「翻訳代 」、寄附 ・交付金 にあっては、「寄附金」、「賛助金」、「支部 交付金 」、「負撮金」というように、適宜 、小分類 し.

それぞれ別漿とすること。

3紀 載の要領 につ いては、次のとおりとすること。

(1)噸}三 捌 区分」欄}こは、晦 職 活動費(大 会費)」というように小分類 した費 目まで記載すること。

② ギ支酷の 萄的」欄 には、当該支出の 目的を「会場借 上費」、「弁 当代ま、「タクシー代」というように具体的に記載すること。

⑧ 「その他の支出」欄には、1件 当たりの金 額が、国会議員 関係 政治団体に関する特例規定が適絹されていた期開 に行 った支幽 にあっては 王万 円以下の 支出を、国会議員 関係 政謝 蒸体 に関する特例規 定

が適用され ていなかった期 間に行った支 出にあっては5万 円朱 満の支出を、一括してその合計金 額を記載すること。



(その15)
一

(3)政 治 活 動 費 の 内 駅 項 具別 区分

一

撚 閃 砥 游 の謬 行薯業禽 戸ア刷 貫 一 〉

支 出 の 目的 金 額 年 月 日
支出を受けた考 の氏名

(隙体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団体にあって
は、主たる事務所の所擢地)

備 考

痴嫌 蜷罐
1イ誉 百万

3 3

千

3 之

:携

/レ 認,3,〃 イ 瞬 ク ズ1}コ' 献 婦 掃岡町1鱒鋼/4

膨鋤 勢賓 4 2 ノ タま〃 認 一.7,/〆
'

鍵剃 究1ρ 窃オ縮 緬 喝 町町 濤/-4

碁

この頁の小箭 ♪ 諾' ノ ∠6 '
その他の支出 o

合 晋レ
1 ジ ズ 〃 ノ 6 ∠

}敢 治 活動費については、1件 当りの金額(数 回にわ たってされたときは、そσ)念欝金額)が 、国会議 員関係政治強体に関する特例規定が適用されていた期間 に行った支出にあっては五万 円を超える支出に

ついて、園会議 員開係政治団体 に関する特例規定が 適用 されていなかった期聞に行 った支出にあっては5万 円以上の支出について、その支出を受 けた者の氏名及 び住厨(田 体にあっては、その名称及 び

主たる事務所の所在地)並 び に当該支出の 目的、金額 及 び年月llを 次の例により記載すること。

2政 治瀬動費は、(その13)の2の(Dか ら(6>までの基準 により分類し、さらに費 韓ごとに、緯織抵動費にあっては、例えば、「大会費」.「行事費」、「組織対策費」、f渉外費」、f交 際費」、選挙闇係費にあっては、

例えば、1公認推薦料」、「陣中見 擁」、機 関紙誌の亮管 事 業費にあっては、例えば、[給与」、「材 料費」、「印棚費」、f荷造発送 費」、「原稿 料」、宣伝事業 費にあっては、例えば、「遊説費」、「新 関・ラジオ・テレ

ビの広告 料」、「ポスター・ビラ・パンフレットの作成 費」、「宣伝月穂 動車の購 入・維持費」、政治資金パーティー一開催事業費にあっては、例 えば 「甲政治資金パーティー 開催 事業費」、f乙政治資金パ…ティー

騨催 躯業費」、調 恋研 究費にあっては、鯛えば 、「研修 会費」、f資料 費」、「書籍購入費」、「翻訳代」、寄附 ・交付金にあっては、「寄附 金」、噴 助金」、伎 部交付金ヱ 「負担 金」というように、適宜、小命類 し、

それぞれ別葉とすること。

3記 載の 要領にっいては、次のとおりとすること。

(D「 項 隣別 区分」欄 には、「緯織活動費(大 会費〕1というように小分類 した費 目まで認載すること。

② 「支出の;君的1欄 には、当該支 出の 藻的を1会 場 借.1:費1、 「弁 当代」、「タクシー代」というように具俸的に記載すること。

(3)1そ の他の支出」欄には、1件 当たりの金額が、i無会 議員関係 政治 団体に鯛する特例規 定が適期されていた期 聞に行った支廊にあっては1万 円以下の支出を、覆会議員 闘係政治!ヨ1体に】鋼する特例規定

が適 用されていなかった期聞に行った支 出にあっては5万 円未満の支出を、一括 してその合計金額を記載すること。
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一 一 一 一 一一 一_一 一　

(3>政 治 活 動 費 の 内 訳 項 套1別 区 分 亘 イ客享 業 資(宣 イ盛 言'y

支 出 の 目的

一 一 一一一一

金 額 年 月 日

一

支出を受けた者の翫名

(団体 にあっては、その名称)

支 出を受けた者 の住 所 〔団体にあって
は、主たる事務 藤の 所在地) 、

備 考
一一一一一一一

十借 百万 午
一 一一 一酉

●

吊

1

1一一
1

1 5

一

この頁の小計
一 一 一一

一

その他の支出 タぷ 3 〃汐

合 計 タ' 3 〃レ
]敬 治ll{鋤 費 につ いては、1件 蚤りの金 額(数 漏 にわたってされたときは、その合計金額)が 、困会議員関係 政治団 体に騨する特例規定が適朋され ていた 期捕に行った支出にあっては1万}聴 超える支出に

っいて、圏会議嚴 鯛係政治団{奉に関す る特側規 定が癒月1されていなかった期間に行った支薩1にあっては5万 円以上の支出について、その支出を受けた者の氏名及び住所(鼠i体 にあっては、その名称及 び主た
る専1務槽の所准 地)並 びに当該支出の 目的、金額及び年 月 日を次の例 により記載すること.

2政 治活動費は、(イの13)の2の(1>か ら(6>まで の墓準 により分類し、さらに費 目ごとに、組織活動費にあっては、例えば、「大会費」、「行事費」、「組織 対策 費 」、1渉外費」、1交 際費」、選挙 関係 費にあっては、鰯 えぱ
、1公認推薦料 」、「陣 中見舞 」、機 関紙誌 の多翻了事業費にあっては、例えば、「給与i、r材 料蜘 、「留欄費」、1覆逡発 送費」、「原稿料 」、宣伝事業 費 にあっては、例えば、「遊畿費」、「新闘 ・ラジか テレ

ビのが濡 料 」、fボスダー・ビラ・パンフレットの作成費 」、「宣儀網 自動車の購 入 ・維 持費」、敢治資金パーティ・・欄 催事 業費にあっては、例えば 「甲政治資 金パーティー一開催事 業費」、「乙敬治盗金パ・ヴ ィー一

開催 事業費」、調査研 究費 にあっては、例えば、「研修会 費」、「資料 費」、「書籍購入費 」、f翻訳代」、寄附・交付金にあっては、「寄鮒金」、「賛助金」、ギ支 部交 付金」、「負 担金」というように、適富、小分類し、

それぞれ別葉とすること。

3寵 載の要領 については、次のとお りとすること.

{1)Dl姻 別 区分」欄に1ま、「組織 活動費(大 会費〉」というように小分類した費 翼まで記載すること。

(2>「 支壮1の目的」欄 には、当該支 出の 目的をギ会場借上費」、「弁 当代」、「タクシー代」というように具体的に君己載す ること。

(3)rそ の他 の支出」欄 には、1件 当たりの金額が、國会議員関係政治団体に関する特例規定が適 用されていた期闘に秤 った支出にあっては1万 円以 一Fの支拙を、瞬会 議員関係政治団体 に開する特例規定

が適用されていなかった期 間に行 った支出にあっては5万 円来満の支出を、…弓舌してその合計金額を記載すること。



(その17)

資 巌 等'の 状 況

1資 産等の総括表
一 一

資 産 等 の 有 無

資 藍 等 の項 目別 区 分

一一一一

有
'

無 備 考
一 一

ア 土 地

一

口 図

イ 建 物 口 羅

ウ 建物 の所有を 目的とする塘上権又は土地の賃婚権 口 捌

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産
L

口 盟

預金(普 通預金 及び 当座 預金 を除 く。)又は貯金(普 通貯金オ

を除く。)
臼 劒

力 金 銭 信 託 凹 陥

キ 有 価 証 券 口 図

ク 出 資 に よ る 権 利 o 晒

ケ 貸 付 先 ご との 残 高 がio⑪ 万 円 を 超 え る 貸 付 金 口 縁

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 [] 磁

サ 取得の価額が100万 円を超える施 設の利用に関する権利 口 図

シ 借 入 先 ご との 残 高 が10⑪ 万 円 を 超 え る借 入 金 目 賭
一一 一一 一一

12月31田 において有する資産等(土 地、建物、建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権、取得の価額が互OO万円を超える動産 預金(普通預金及び当座預金を除く。{その18)
において嗣じ。)又は貯金(普 通貯金を除く。(その18)に おいて同じ。〉、金銭信託 有緬鉦券、出資による権利・貸付先ごとの残高が10G万 円を超える貸付金・支払われた金額が王照万円を

超える敷金、取得の侮額が100万 円を超える施設の利用に関する廉利及び借入先ごとの残高が100万 円を超える借入金をいう。(その王8>において周じ。〉については、これらの環 同ことの有
無について噛 」内に1ゾ」を記入すること。
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.風 誓 盤
囲

1「 会計責任者の幾郊ま欄は、認名押印又は署名とし、署名は必ず会計責権者本入が自署すること。

2解 散の場合のみ、代表者も記名揮印又は署名をすること。

3こ の報告書を提出する際には、政党又は政治資金団体にあっては監査意見書及び領収書等の写し(当該領収書等を複写機 により複写したものに限る。以下同じ。)、国会議

員関係政治団体(当該年中において一一部の期間のみ厨会議員関係政治団体に関する特例規定が適用されていたものを含む。)にあっては政治資金監査報告書及び領収書等
の写し、その他の政治団体にあっては、領収書等の写しを提出すること。なお、領眼書等の写しは、支出の項目ごとに分類して提出すること。
4頒 収書等を徴し難いときは、領収書等を徴し難かった支幽の閉細書又は振込明総書に孫る支出目的書及び振込朋細書の写し(錨該振込明細書を複写機により複写したもの
に限る。以下醐じ。)を提出すること。なお、振込明締書の写しは、支出の項目ごとに分類し、当該振込閉細書に係る支鎖目的醤と併せて提 出すること.




